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1.那珂市の現状と課題 
那珂市が管理する橋梁は 185橋あり、そのうち 23橋が 15m以上の長さを持

ちます。1975年以前に架設され、供用年数が 50年以上の橋梁は 112橋（全

体の約 60％）です。今後、供用年数が 50年以上となる橋梁の割合は、10年

後には 152橋（約 82％）、20年後には 159橋（約 85％）となる見込みです。 

このような背景から、市内道路網の安全・安心の確保と、今後増加が見込

まれる橋梁の修繕および架替えに要するコスト縮減が喫緊の課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.長寿命化修繕計画の目的 
計画的な橋梁の維持管理を行うことで、限られた財源の中で市内道路網の安全・

安心の確保と市民生活に不可欠な道路ネットワークの恒久的な提供を目指します。

 従来の「対症療法型I から計画的な修繕計画となる「予防保全型」へ転換し、

維持管理費の縮減および将来的な財政負担の低減を図る目的で、橋梁長寿命化修

繕計画を策定します。 

 

3.前回長寿命化修繕計画策定時対策予定橋梁一覧 

2019 年度（令和元年度）に策定された計画で対策を講じることが予定されて

いた橋梁は、次頁の表の赤枠線内である 30橋です。 

現在 

図 1-1.現在から 20年後までの供用年数 

10年後 20年後 

 ■ 10年以下 

■ 11年以上 20年以下 

■ 21年以上 50年以下 

■ 51年以上 

1橋, 1% 9,橋 5%

63橋, 34%

112橋, 60%

1橋, 1%

32橋, 17%

152橋, 82%

26橋, 14%

159橋, 86%
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しかし、2019年度（令和元年度）策定の運用開始以降、計画に基づき令和 5

年度（2023年度）までに対策を講じた橋梁は、以下の 14橋です。 

 

 無名橋 4、無名橋 5、無名橋 6、無名橋 7、無名橋 18、無名橋 28、 

無名橋 41、無名橋 58、無名橋 61、無名橋 113、無名橋 114、塙下橋、 

向山橋、武具取橋 

 

無名橋 28 は、土地改良区の事業範囲に含まれているため、対策工事を行わ

ず、土地改良事業に管理が移管されるまでの間、延命措置として一時的な応急

復旧を行いました。 

 

西山沢橋は、河川改修に伴い、橋梁の架け替えを行いました。 

 

 上記以外の対策予定橋梁については、伸縮装置の交換や舗装の打ち換えが主

な対策となります。対策の必要性を確認するために、対策の実施時期に現地確

認を行い、対策の要否を判断した結果、対策は不要と判断しました。 

 

 跨道橋（NEXCO管理）および跨道橋（桁下：NEXCO管理道路）における対策

橋梁は 4橋あり、向山橋のみ対策を実施しました。宮内橋、久保橋、颯壁橋に

ついては対策を講じていません。 

管理方針を予防保全型に変更するため、定期点検結果が判定Ⅲのものに対し

て対策を優先的に講じる必要がありました。その結果、該当する橋梁に対策を

講じることができましたが、他の橋梁の対策は先送りする形となりました。 

※颯壁橋については、現在工事発注済で、令和７年度中に対策予定です。 

  



 

4 

4.計画期間 
 計画策定期間は今後 50年間とします。 

 

 

5.施設の状態(健全度) 
 橋梁定期点検は、道路橋定期点検要領（平成 31年 2月）を基に実施しまし

た。定期点検は令和元年から令和五年の間に実施され、その結果を以下の表に

示します。 

 

表 5-1. 定期点検の結果 

判定区分 橋梁数 

Ⅰ 107橋 

Ⅱ 77橋 

Ⅲ 1橋 

Ⅳ 0橋 

（対策の方針） 

・判定区分Ⅲとなっている橋梁に対して優先的に対策を行います。 

定期点検の要領に基準に従い、点検後概ね 5年以内に必要な対策を実施し

ます。 

・対策は橋梁ごとに行いますが、対策の内容によっては、複数の橋梁を集約

して行うこともあります。 

 

表 5-2. 判定区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが，予防保全の

観点から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり，早期に

措置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている，又は生じる可能

性が著しく高く，緊急に措置を講ずべき状態。 
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6.長寿命化修繕計画の対象橋梁 
 那珂市が管理する 185橋を長寿命化修繕計画の対象としています。内訳を下

記に示します。 

表 3-1. 那珂市管理橋梁の内訳 

 

 

 

区    分 
前回（R01 年度） 

計画策定橋梁数 

今回（R06 年度） 

計画策定橋梁数 
備 考 

1 級市道に位置する橋梁 28 28  

2 級市道に位置する橋梁 12 12  

その他市道に位置する橋梁 147 145 ※ 

合 計 187 185 ※ 

内、鉄道・道路を跨ぐ橋梁 12 12  

    

 

※計画策定橋梁数が前回から２橋減少しています。 

前回と今回の数量変更理由を以下に記載します。 

橋梁名：無名橋 60（法定外道路） 

市道が認定外道路であるため、定期点検対象外となっています。 

前回の計画では定期点検のみを実施し、維持管理を実施する方針とし、計画

に含めていました。 

 

橋梁名：無名橋 223 （市道 8-0253号線） 

前回の計画策定時において、橋梁台帳から漏れていた橋梁があり、急遽点検

を実施し、対象橋梁としていたが、２巡目の定期点検対象となっていないた

め、今回の計画策定からは対象外としています。 

（今後、点検を実施し、計画に含めていきます） 

 

 

 

  

 

 

 

  



 

6 

7.長寿命化修繕計画見直しの方針 
定期点検の２巡目が完了し、その結果と維持管理に関するデータ（修繕設

計・修繕工事の実績）が蓄積されています。今回の計画見直しでは、これまで

の実績に基づいた時点修正の見直しを基本とします。劣化曲線は、橋梁ごとで

はなく那珂市の管理するすべての橋梁をまとめて回帰分析し、複数作成してい

ます。 

令和６年度までに修繕を行った橋梁については、劣化曲線作成時に対象から

除外しています。作成した劣化曲線を文献値と比較して、大きな差異のないも

のを採用しています。 

修繕方針については、NEXCO、JR跨道部の橋梁を除き、定期点検の結果から

著しい損傷の進行が確認できる橋梁はほぼみられなかったことから直近５年の

小規模修繕で問題ないと判断しています。また、定期点検の結果で判定Ⅲと判

断される橋梁がある場合、計画を前倒しし、優先的に措置を講じるものとしま

す。 

修繕方針については、NEXCOや JR跨道部の橋梁を除き、定期点検の結果著し

い損傷の進行が確認されなかったため、直近５年の小規模修繕で問題ないと判

断しています。 

また、定期点検の結果判定Ⅲと判断された橋梁がある場合は、計画を前倒し

し優先的に措置を講じるものとします。 

 

今後の取組方針について 

具体的な取組方針として、定期点検の完了周期（概ね 5年）に基づき、点

検、設計、修繕の実績を更新し、データを活用して時点修正を行います。これ

により、今回の見直しと同様に効果的な見直しを実施します。また、長寿命化

に向けた事業費の縮減を目指し、以下の項目について具体的な検討および取組

みを開始します。 

① 集約・撤去の具体的検討 

第 5次社会資本整備重点計画【２－３：集約・再編等によるインフラス

トックの適正化】において、【道路：施設の集約・撤去、機能縮小の検討

地方公共団体の割合 令和元年度 14％ → 令和７年度 100％】と示され

ております。これは、人口減少や地域社会の変化、将来のまちづくり計画

を考慮し、必要性の減少や地域のニーズに対応するための「集約・再編」

取り組みです。 
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【短期的な目標（令和７年度～１２年度）】 

定期点検時に利用の低い橋梁が多数みられたことから、利用状況を踏ま

え、撤去橋梁の検討箇所を抽出しました。次年度以降、抽出した橋梁につ

いて、集約・撤去を検討の上、1割程度の集約・撤去の対象を選定し、維

持管理、点検をＤＩＹ化することにより、維持管理コスト 100万円、定期

点検コスト 500万円程度の縮減を目指します。 

【中長期的な目標】（令和１３年度以降） 

定期点検結果に基づき利用状況を考慮した対策（利用制限、ダウンサイ

ジング等）を実施していきます。 

長寿命化修繕計画見直しのタイミングで、管理橋梁の架設条件・利用状

況、定期点検の結果等から、集約・撤去、ダウンサイジング橋梁の見直

し、利用状況を踏まえた利用制限（荷重制限）を行います。 

※検討対象橋梁は後述の維持管理グループＣとしています。 

 

②  新技術等の活用促進 

点検業務の効率化、費用の低減を図るために、業務受注者と連携し、新

技術を活用した点検業務を実施する方針です。 

新技術情報提供システム (NETIS)、茨城県版新技術等情報提供データベ

ース (IT’S)、点検支援技術性能カタログ (案)等を利用し、掲載されて

いる新技術を活用します。 

また、補修設計・修繕工事においても、年々、効果的な新技術、新材

料、新工法が導入されており、これらを積極的に活用していく方針です。 

【短期的な目標（令和７年度～令和１２年度）】 

定期点検や修繕工事に使用可能な新技術について、比較検討を実施しま

す。また、新技術を用いることで 200万円程度の費用縮減を目指します。 

※Ⅲ判定に近いⅡ判定橋梁の次回点検時に、予防保全補修設計をまとめ

て発注することで設計費用の縮減を目指します。 

 

【中長期的な目標】（令和１３年度以降） 

新技術の進展に応じた適用可能性を視野に定期点検や修繕へのさらなる効

率化、コスト縮減を図ります。 
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今後、新たな新技術の進展を踏まえ、定期点検や修繕工事への適用を検

討していきます。 

中長期的な視点でコスト削減につながる技術を積極的な採用を目指しま

す。また、新技術を活用した設計業務の集約化および同種工事の発注手法

の導入により、さらなるコストの縮減を目指します。 
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【維持管理の方針】 

那珂市では、市内の道路網の安全・安心を確保し、市民生活に必要不可欠

な道路ネットワークを恒久的に提供するため、見直しを行った修繕計画に基

づいて適切な補修を実施します。また、５年ごとの定期点検や地震などの大

規模発生時に緊急点検を行い、橋梁の損傷や劣化状況を的確に把握する体制

を構築します。 

さらに、橋梁へのダメージを軽減するために、日常的な手入れとして土砂

詰まりの清掃やアスファルト舗装の段差補修、橋詰め周りの草刈りなどの維

持対管理を確実に実施します。 

令和６年度以降の定期点検では、道路橋定期点検要領（令和６年３月）を

使用し、概ね５年ごとの間隔を基本としながらも、状況に応じた定期点検を

実施します。 

※点検要領に記載されている事項 

・「道路橋の架設状況や状態によっては、５年より短い間隔でその状態が大きく変

化して危険な状態になる場合も想定される」 

・「対象の条件によっては、必要に応じて５年より短い間隔で点検を行うことも検

討する必要がある」 

 

今後の方針として、従来の事後保全（対症療法型）ではなく、重要度の高

い橋梁に対して計画的な予防保全型の対策を講じることで、橋梁の長寿命化

を図ります。これにより、市内道路網の安全・安心の確保を目指すととも

に、修繕費の縮減・平準化も達成します。 
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【維持管理グループ】 

長寿命化修繕計画の策定において、維持管理費の低減を目的として、維持管

理グループをＡ、Ｂ、Ｃの３つに分けます。 今回の計画に基づき、修繕計画

見直しのタイミングで維持管理グループの見直しも実施します。 

 

表 6-1. 維持管理グループ区分について 

 維持管理グループ区分 橋梁数 

維持管理グループＡ １２ 

維持管理グループＢ ３９ 

維持管理グループＣ １３４ 

 

・維持管理グループＡは、橋梁の損傷により第三者に最も影響を与える跨線

橋・跨道橋に架設されている橋梁です。 

対策のタイミング：道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずることが望ましい状態で対策を行うこととしています。 

 

・維持管理グループＢは、維持管理グループＡを除く橋長 15ｍ以上または１級

市道、２級市道に架設された橋梁です。 

対策のタイミング：道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置

を講ずべき状態で対策を行うこととしています。 

 

・維持管理グループＣは、維持管理グループＡと維持管理グループＢを除くす

べての橋梁です。 

対策のタイミング：予防保全的な対策は行わず、基本的に通常の維持管理や

定期点検のみを行いますが、道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる

可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態になったとき、通行止めや

補修工事等の対策を検討します。このグループから集約・撤去、ダウンサイ

ジングを行う橋梁を選定します。また、グループ分けも今後実施していきま

す。 

 

維持管理グループＡ、Ｂに対してシナリオを設定し、橋梁長寿命化修繕計画

の策定を行います。 
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8.対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期 
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※今回の長寿命化修繕計画は、令和元年度から令和 5 年度の定期点検結果を基に策定し

ているため、今後の定期点検等の結果により変更する場合があります。 
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9.長寿命化修繕計画による効果 

長寿命化修繕計画を策定する 185橋について、今後 50年間の総事業費を比

較すると、従来の対症療法型が 84.3億円に対し、長寿命化修繕計画の実施に

よる予防保全型が 28.9億円となり、コスト縮減効果は 55.4億円となりま

す。 

 

 

対症療法型と予防保全型の累計事業費の比較 

 

 

 

 

 

 

 

  

：対症療法型 

：予防保全型 

今後 50 年間で 

55.4 億円のコスト縮減 
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10.計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の 

専門知識を有する者 
 

〇計画策定担当部署 

  那珂市 建設部 土木課 TEL029-298-1111（代表） 

 

〇意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

  原田 隆郎  茨城大学 大学院理工学研究科 都市システム工学専攻 教授 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


